
豆腐料理の里として知られる伊勢原市大山地域で２、３の両日「第23回大山とうふまつり」が行われ、メーン会場
の「とうふ広場」では直径約４㍍の大鍋「仙人鍋」で作られた湯豆腐が来場者に振る舞われた。
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◇横浜定例講演会
2013年3月13日（水）
富士ゼロックス神奈川株式会
社と共催
ホテル、ニューグランド「レ
インボーボールルーム」
▽特別講演　15時30分～16
時30分。講師は元ヤクルト
スワローズ監督の古田　敦也
氏、演題は「優柔決断のすす
め」
▽基調講演　16時40分～17
時40分。講師は第29代海上
幕僚長の赤星　慶治氏、演題
は「日本における周辺情勢」
▽懇親会「神奈川情報交流会」
17時50分～19時30分、「ペ
リー来航の間」
◇横浜定例講演会
2013年4月24日（水）
13時30分～15時
新横浜プリンスホテル 3 F
「ファンタジア」
講師は共同通信社経済部長　
永井　利治氏
演題は「参院選を見据えた安
倍政権の経済・財政運営の課
題」（仮題）」



　

政
府
の
定
め
る
自
殺
対
策
強
化
月
間

が
3
月
で
あ
る
こ
と
を
、
果
た
し
て
ど

の
く
ら
い
の
読
者
が
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
例
年
、
月
別
の
自
殺
が
1
年
で
最

も
多
い
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１

０
年
か
ら
同
月
を
「
月
間
」
と
位
置
付

け
、
自
殺
防
止
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全

国
的
に
展
開
し
て
き
た
。

　

昨
年
は
人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
Ａ

Ｋ
Ｂ
48
を
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

起
用
。
標
語
も
、
思
い
悩
む
人
が
発
す

る
サ
イ
ン
に
気
付
い
て
相
談
機
関
な
ど

に
つ
な
げ
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー（
Ｇ
Ｋ
）

に
ち
な
み
、「
あ
た
な
も
Ｇ
Ｋ
Ｂ
47
宣

言
！
」
と
い
っ
た
ん
決
め
な
が
ら
、「
人

の
死
を
ば
か
に
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

批
判
を
浴
び
て
結
局
は
撤
回
す
る
騒
動

が
あ
っ
た
の
で
、
ご
記
憶
の
方
も
い
る

は
ず
で
あ
る
。

　

今
年
は
そ
の
反
省
か
ら
か
ア
イ
ド
ル

は
起
用
し
な
い
。
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
も

「
3
月
は
『
自
殺
対
策
強
化
月
間
』
で

す
。」
と
直
球
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
印
刷

さ
れ
、
全
国
一
斉
の
電
話
相
談
＝
（
０

５
７
０
）
０
６
４
５
５
６
、
県
内
か
ら

電
話
し
た
場
合
は
神
奈
川
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
る
＝
を
受
け

付
け
た
り
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
の

た
め
の
動
画
を
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
た
り
す
る
。

　

自
殺
対
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
昨
年
２

０
１
２
年
の
国
内
の
自
殺
者
数
が
2
万

７
７
６
６
人
と
１
９
９
７
年
以
来
15
年

ぶ
り
に
3
万
人
を
下
回
っ
た
。
県
内
の

自
殺
者
数
も
１
６
２
４
人
と
前
年
よ
り

２
２
８
人
減
っ
た
。
自
殺
者
数
は
98
年

に
初
め
て
3
万
人
を
超
え
て
高
止
ま
り

状
態
が
続
い
て
い
た
か
ら
、
減
少
に
転

じ
た
こ
と
自
体
は
歓
迎
す
べ
き
傾
向
で

あ
る
。
し
か
し
、
な
お
2
万
8
千
人
近

い
人
が
尊
い
命
を
自
ら
絶
っ
て
い
る
事

実
は
重
く
、
昨
年
8
月
改
定
の
自
殺
総

合
対
策
大
綱
に
副
題
と
し
て
盛
り
込
ま

れ
、
私
た
ち
が
実
現
を
目
指
す
「
誰
も

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社

会
」
に
も
ほ
ど
遠
い
。「
3
万
人
割
れ
」

に
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き

自
殺
対
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
肝
心
で

あ
る
。

　

遺
族
ケ
ア
に
関
し
て
は
、
こ
の
分
野

で
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
自
死
遺
族
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
が
新
た
に
、
親
や
身
近
な
人
を

亡
く
し
た
子
ど
も
の
ケ
ア
に
も
乗
り
出

し
た
。
若
年
層
の
自
殺
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
遺
児
と
な
る
子

ど
も
も
低
年
齢
化
し
て
い
る
と
の
危
機

感
が
背
景
だ
。

　

聖
路
加
国
際
病
院
を
会
場
に
1
月
か

ら
、
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
子
ど
も
た
ち

が
集
い
、
大
切
な
人
と
死
別
し
た
気
持

ち
を
分
か
ち
合
う
。
急
務
の
遺
児
ケ
ア

の
充
実
に
向
け
、
着
実
な
一
歩
が
踏
み

出
さ
れ
た
こ
と
は
心
強
い
。

（
神
奈
川
新
聞
社

　
統
合
編
集
局
次
長
　
宮
本
　
敏
也
）

「
3
万
人
割
れ
」安
ど
は
禁
物

視
描点
点

− 　 −3



　

森
永
製
菓
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
空
き
箱

で
つ
く
っ
た
、
作
品
を
公
募
し
た
。
第

1
回
は
１
９
３
２
（
昭
和
7
）
年
10
月
、

応
募
者
は
ほ
と
ん
ど
小
学
生
。
年
々
応

募
数
が
増
え
て
、
4
年
目
に
は
２
０
０

０
校
余
り
の
小
学
校
が
参
加
。
作
品
総

数
は
、
56
万
点
余
り
に
も
な
っ
た
。

　

賞
金
は
特
選
30
円
10
名
、
1
等
20
円

20
名
、2
等
10
円
50
名
、3
等
5
円
２
０

０
名
。
当
時
、
小
学
校
教
員
の
初
任
給

（
基
本
給
）は
45
円
か
ら
55
円
で
あ
っ
た
。

　

審
査
員
は
、
東
京
美
術
学
校
校
長
や

帝
国
美
術
院
院
長
を
歴
任
し
た
正
木
直

彦
。
洋
画
家
・
和
田
三
造
や
和
田
英
作

な
ど
。
人
物
像
や
五
重
塔
な
ど
、
大
き

く
手
の
こ
ん
だ
作
品
に
「
学
校
教
育
と

併
行
す
る
児
童
の
美
育
教
練
と
し
て
、

国
民
の
美
的
陶
治
に
大
き
な
価
値
を
も

つ
で
あ
ら
う
」
と
正
木
は
い
う
。「
小

学
生
の
作
品
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
い
。

こ
ん
な
好
結
果
は
予
想
出
来
な
か
っ

た
。
普
通
人
の
域
を
脱
し
、
本
職
の
工

芸
作
家
に
も
な
か
な
か
出
来
ぬ
立
派
な

も
の
を
作
っ
て
ゐ

る
」
と
和
田
三
造

は
書
い
た
。

　
「
こ
の
芸
術
が

こ
こ
ま
で
発
達

し
、
専
門
家
の
注

意
を
ひ
く
こ
と
は

誰
も
予
期
し
な

か
っ
た
。
確
か
に

美
術
の
領
域
に
進

ん
だ
も
の
と
考
え

る
」
と
和
田
英
作
は
評
価
し
た
。
ま
さ

に
〝
キ
ャ
ラ
メ
ル
芸
術
〟
で
あ
る
。

　

ま
す
ま
す
増
え
つ
づ
け
る
応
募
作
に

森
永
は
、
社
内
に
「
学
芸
部
」
を
設
け

て
対
応
し
た
。
し
か
し
１
９
３
７
（
昭

和
12
）
年
、
日
中
戦
争
勃
発
で
中
止
。

翌
年
、
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
と
の
3
国

親
善
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
い
た
。
審

査
員
に
洋
画
家
の
石
井
柏
亭
、
日
本
画

の
結
城
素
明
が
加
わ
っ
た
。
応
募
点
数

４
０
０
万
３
０
０
０
点
、
3
回
の
審
査

を
繰
り
返
し
て
7
万
５
０
０
０
点
に
し

ぼ
り
こ
ん
で
、
上
野
の
東
京
美
術
館
で

展
覧
会
、
9
日
間
で
80
万
人
の
観
衆
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

　

広
告
界
で
は
古
く
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン

や
コ
ピ
ー
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
。
媒
体
が
主
催
し
た
り
、
企
業

が
公
募
し
た
り
と
。
そ
の
最
初
は
連
載

１
９
２
８
号
に
紹
介
し
た
、
三
越
の
ポ

ス
タ
ー
で
あ
っ
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は

34
（
昭
和
9
）
年
、
味
の
素
が
広
告
標

語
（
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）
を
募
集
し

た
。
応
募
数
約
4
万
３
０
０
０
通
。
1

等
の
該
当
作
は
な
く
、
2
等
以
下
の
入

賞
作
を
新
聞
広
告
で
発
表
し
た
。

　
　

�「
味
の
素
ア
リ
、
ま
づ
い
物
ナ
シ
」

「
味
よ
く
、
食
よ
く
、
よ
く
太
る
」

　
　

�「
味
覚
日
本
晴
れ
」「
舌
へ
忠
、
腹

へ
孝
」。
こ
の
4
作
が
2
等
、
賞

金
は
50
円

　
　

�「
味
の
日
の
丸
」。「
美
味
満
員　

味
覚
売
切
」
な
ど
6
作
が
3
等
、

賞
金
は
20
円
で
あ
っ
た
。

　

上
の
広
告
は
、
お
な
じ
年
、
大
阪
毎

日
新
聞
社
が
公
募
し
た
「
産
業
美
術
振

興
運
動
入
賞
広
告
図
案
」
の
受
賞
作
グ

リ
コ
。
イ
ラ
ス
ト
は
桃
太
郎
と
陸
軍
の

兵
隊
で
あ
る
。
賞
金
は
知
ら
な
い
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）「
日
本
一
の
グ
リ
コ
」
１
９
３
４

（
昭
和
9
）
年
8
月
・
大
阪
毎
日
新
聞

掲
載

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

宮
野
　
力
哉

～
う
ま
い
物
が
た
り
⑩

広
告

談
珍

− 　 −14


